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アルコール・マスク・毛布等の準備はあるのか。
マニュアルはあるのか。
３月、４月と町行事が色々あるが、従来通りやるのか。又、マスク着用について
も認めるのか。

空き家・空き地の管理について
現在の戸数及び面積について。
持主との連絡はどの様になっているのか。
空き家に雑木があり、通行の妨げとなっている場所は何ヶ所くらい存在するのか。
勧告はどの程度までできるのか。

鳥獣被害について
神宅地区における鳥獣被害の実態について。
引野・泉谷地区における鳥獣被害の実態について。

ウイルス対策について
現在危機的状況にある、新型コロナウイルスの患者が見つかった場合、どの様に
対処するつもりか。

5 5 富永　志郎

宮ヶ谷池の堆積土砂の撤去について
大山さんから泉谷川へと合流する途中の宮ヶ谷池の堆積土砂に
ついて現状把握はできているか。
豪雨によって、被害を受けた場合、どの様な影響が想定されるのか。
総務省が計画している川及びダムの堆積土砂撤去費用の財政支援計画は通達
されているのか。
処分（土砂）についてどの様に考えているのか。

休耕田を一時的に町が預かり、必要な町内の農家に繋げる方策はどうか。

町が主導で農業法人等を設立し、休耕地の活用を図るのはどうか。

上板熱中小学校について
オープン・スクールでの成果について
県外からの参加者について
全国の熱中小学校とのつながりについて
多彩な講義により観光開発について

一般社団法人ジャパンブルー上板のこれから先の見通しについて

4 13 吉岡　薫

巨大地震の防災対策について
中央構造線の活動による地震発生時に、どれだけの災害を想定、
又被災者の救済対策について
自主防災組織の活動について
高齢者の救済誘導について
災害援助協定について

町が借り受けている土地について

3 3 前田　忠道

空き家対策について

「危険な状態にある空き家等」と認定された空き家について

小中学生の体力低下について

昨年、スポーツ庁は小中学生を対象とした全国体力テストの結果を公表し、徳島県

においては全国平均を下回った。これを受け小中学生の体力向上を目指す考えは

あるのか。

2 4 本淨　敏之

上板町の農業の実態を踏まえ如何に活性化を目指すのか。

町内の農業の実態（データー）専業農業者数（果樹・水田・野菜・畜産）

休耕地（田、畑）数、借地、貸地数等々をどの程度把握しているのか。

耕作放棄地について
農地転用許可等について

道路にかかる立木等について
町としての対応について

とくしま上板熱中小学校について
講師招聘について

農業の現状（実態）をどのように考えているのか。

農業の継続・活性化の方策をどのように考え、どのように具体化しているのか。

専業農家、兼業農家等の意見交換会の開催をしてはどうか。

新型コロナウイルスによる感染患者が日本においても蔓延しています。

これを受け主要都市においては各種イベント等を中止また延期しています。

今後はどのように考えているのか。

防災対策について

新年度予算案にどれほどの防災関連に関する予算を投じているのか。

他の自治体では防災関係に重点をおいているが本町はどのように考えているのか。

質　　問　　事　　項　　及　　び　　要　　旨

1 2 坂東　泰幸

技の館等について

一般社団法人ジャパンブルー上板に対する地方創生事業補助金も次年度を以て

終わりとなるが今後、国による同額程度の補助金の延長はあるのか。

当初、国の補助金が終わるまでにジャパンブルー上板がひとり立ちできるよう

努力していくと言っていたがそれは可能なのか。

数年前に多額の起債をした事業等については現在有効に活用できているのか。
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県教育委員会との連携は充分にとれているのか
老人集会所のあり方

南老人集会所に再任用の職員を配置して何を行うのか
モデル事業とするならどこに基準をおき成果を問うのか
再任用という立場の役割

人口減と財政

8 9 多富 佐智子

住民への対応
職員の意識改革を進めるというが、どのような窓口対応を望んでいるのか
町長自身の姿勢
行政対策監の役目

教育環境
不登校などの子どもたちの居場所づくりは進んでいるのか
町教育委員会から依頼されるスクールソーシャルワーカーの実情

何を参考にされて、この課題について取り組まれていくのか
上板町の進むべき道を定めているのか

学童保育（保育時間）について
松島地区の学童保育について

災害への備えについて
県営かんがい排水事業（六条暗渠排水路）について
河川・排水路の環境整備について
公共施設の安全性（対策）について

7 6 岩野　角雄

教育環境の整備について
ＧＩＧＡスクール構想「１人１台学習者用端末」について
適応指導教室について
ＩＣＴを活用した遠隔教育について

子育て環境の充実・支援について
来年度の保育所入所希望者数、保育士の確保、延長保育について
幼稚園の預り保育、延長保育について

ひとり親家庭全部を対象に利用料の減免を
チャイルドシート購入費補助を

阿波市、美波町で実施しているが上板町でも
美波町では貸出も実施、ぜひ上板町でも

体育館トイレの洋式化は
体育館のエアコン設置を

公営住宅管理条例改正に向けて
スケジュールも含めた現在の検討状況は
保証人の義務づけを行わないことについて

学童保育の利用料に町独自の負担を

6 10 柏木 美治代

会計年度任用職員制度
フルタイムからパートタイムに移行することについて
フルタイムの抑制は総務省通知・会計年度任用制度の施行に向けた留意事項
（令和元年12月20日付）に違反しているのではないか
再度の任用の際、新たな任期と前の任期との間に一定期間（空白期間）を設ける
つもりなのか。
年次有給休暇（２年）のくりこしは

防災対策として災害避難所の条件改善について
段ボールベッド・仮設トイレ・カーテンなどのプライバシーの確保

質　　問　　事　　項　　及　　び　　要　　旨

ひとり親家庭の世帯数は
そのうち非課税家庭は
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今後の課題としてぜひ前向きに検討をいただきたいと思いますのでお伺いいたします。

10 12 乾　崇

令和２年度予算について
令和２年度予算編成の中で特筆すべき事業は
人件費の増減について、一般職員人件費並びに会計年度任用職員人件費の前年度
対比の増減額は
令和元年度補正予算で財政調整基金繰入308百万円計上、令和２年度予算で財政

令和２年度予算で防災士資格取得に係る補助金（町民）、負担金（職員）
を計上しているが、目標としてどの程度の規模（人数）を考えているのか
令和２年度予算で町水道断水時の協力井戸水質検査助成金として計上しているが、
今後の数値目標、検査頻度は

調整基金繰入463百万円計上しているが予算執行後の残高は
基金の残高目標はどの程度の額を考えているのか

防災対策について
上板町の浸水被害に係る防災・減災対策についての取組方針は
六条暗渠改修工事の完成時期の見通しは
六条排水機場の耐震化等の改修工事予定は

どの様にお考えでしょうか。
町内のある方から、県道徳島・土成線沿いの建物を町に寄贈したいとのお話しが

今後の町民の健康づくりの具体的な仕組みづくりを考えていますか。
現在すすめている「ささえあいの町づくり」における推進方策として「フレイル
予防」事業の支援についてどう考えていますか。

男女（とも）に輝くための交流・体験施設について
技の館と連携し、地方創生に取り組んで参ったとくしま上板熱中小学校のこれまでの
事業効果について伺います。

ございます。そこでこの建物を活用し、交流・体験等の施設としての活用策を

質　　問　　事　　項　　及　　び　　要　　旨

9 11 安田　孝子

エシカル消費の推進について
本来１月にフードドライブ活動を実施いたしましたが、寄せられました食品の
状況はいかがでしたか教えてください。
教育委員会として、町内４小学校・中学校でのフードドライブに対する意見・成果、

食料品・生活品を配っている）
高齢者対策について

高齢者が元気で暮らせる期間を延ばすため、国においては75歳以上の人を対象に
「フレイル検診」を実施するとの事ですが、本町は実施いたすのかどうかお伺い
します。
健康寿命を延ばすためには「フレイル予防」の実践活動が必要です。このことから

今後の取り組みについてどうとらえ推進して参りますかお伺いいたします。
学校給食センターとして「社会的課題に対応するための学校給食活用事業」に
取り組んでこられましたが、本町が１月に実施いたしましたフードドライブを
踏まえ今後どの様に活かされますかお伺いいたします。
県内市町における取り組みの先進事例を踏まえ、フードドライブの活用策について
どうお考えでしょうか。（東みよし町、17年度より町内生活困きゅう者約280人に

これまでの事業効果として手工芸品、農産加工品、野菜等々を販売し、活動も
活発になっています。今後は、地域内・外の多くの方々との交流を図り、活性
化を推進する必要を強く感じています。これまで男女（とも）に学び、また
培って来た知識・知恵・技・趣味等を活かし輝ける交流施設が必要かと思いますが、


